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第第４４学学年年「「図図画画工工作作」」学学習習指指導導案案  授業者 堀井 武彦 

２月１４日（金） ２階アトリエ    ９：００～９：４０  

 

１ 題材名 くりかえしていたら ひらめいた！（造形遊びをする） 

 

２ 題材について 

 本学年の子どもたちが９月末に経験した造形遊び（児童教育動 35 号参照）は，ファミリーで協力し

て活動することに着目した活動であった。本校研究では，複数人が協力して行う活動の質について，任

意の役割分担をする「協同（cooperation）」と異質な他者との衝突を超えた先に見出す合意形成の緊

張的状態を含意する「協働（collaboration）」を使い分けている。しかしながら，9 月末の活動で

は，日常の対人関係や場（材料や行為の特性）の介在を通した偶然性によって「キョウドウ」が生成さ

れる様子が印象的であった。そして，その際の授業者の意図的な働きかけが非常に難しいことを確認し

た。そこで，活動形態に着目するのではなく，造形活動の必然性から生じる活動形態のあり方に着目し

て，そこで発揮される「アートメタ認知」を読み解くことを意図して本題材を設定した。 

本題材は，題材名の通り穴あけパンチで穴をあける行為を「くりかえしていたらひらめいた」ことか 

ら表現したり，遊んだりする活動である。活動の必然性を優先するために活動形態は，個人でも複数

（ファミリーの仲間限定）でも可とした。「キョウドウ」の対象をファミリー内に限定するのは，穴を

あける行為に没頭して「くりかえす」ことを促すためである。常に他者の 

 

３ 学習指導計画（１時間目／全１時間） 

第１次 活動の概要を知る。 …1 分 

第2次 穴をあける行為を続けながら思い付いたことをもとに表現したり，記録したりする。…30分 

第３次 記録をまとめたり，見合う活動を通して他者の活動との違いに気付いたりする。 …9 分 

  

４ 本時の学習について 

(1)本時のねらい 

・穴をあける行為をくりかえしながら思いついたことをもとに，絵や立体に表したり，遊んだりするこ

とを楽しむ。 

 

(2)予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１ 穴あけパンチで穴をあける活動から思い付いたことをもとに

活動することを知る。 

２ 押しぬいた紙片や穴が並ぶ紙の特徴を生かした造形行為を

様々に行う。 

  

 

 

 

 

 

 

３.よさや美しさを感じた活動は，そのつど画像に記録する。 

 

４.他者の多様な活動を共感的に受けとめたり，自分の活動をふ

りかえったりする。 

・穴あけパンチを操作する触覚を楽しみながら，ひ

らめきが発現する時を待つ。 

◇用具：穴あけパンチ，はさみ，スティックのり 

◇材料：画用紙 

（赤・黄・青・白，紺色全紙大） 

 

 

 

 

 

 

・共同活動の可否は状況に応じて判断する。 

・必要に応じて多様な活動の共有を促す。 

 

【平面的な活動】・押しぬいた紙片を並べて任意の図（絵や模様）をつくる。 

・穴があいた紙と他色の紙を組み合わせて再構成する。 

・セロテープに直接紙片を貼り付けて装飾材のような仕様にする。 

【立体的な活動】・紙や台紙を切り抜いたり、組み立てたりして立体に表す。 

【その他の活動】・押しぬいた紙片を集めて並べたり，積み上げたりする。 

第第４４学学年年「「理理科科」」学学習習指指導導案案  授業者 比樂 憲一 

２月１４日（金） ３階実験観察室  ９：００～９：４０  

 

１ 単元名  温まり方の違い 

 

２ 単元について 

 実験の目的は仮説の審判である。本単元では，金属，水，空気の温まり方の違いを調べる実験の仮説

設定を可能にするため，次に示す先行的了解を実験に先立って子どもたちが獲得できるよう指導する。 

・認識①：固体である金属は形が変わりにくいが，流体である水や空気は自由に形を変えること 

・認識②：同体積で比べると，温度の高い水は温度の低い水より軽いこと（金属や空気も同様とする） 

認識①は「水の三態変化」で学んだ固体，液体，気体の特徴を想起しながら，液体と気体の共通点を

取り上げることによって，認識②はものの「温度と体積の変化」の学習の発展として，同体積で温度の

異なる水の重さを測定することによって，第１次に獲得できるようにする。なお，同体積で温度の異な

る水をそれぞれ蓋付きのカップに閉じ込めて常温の水に入れると，温かい水の入ったカップは上に動い

て浮いたままであるのに対し，冷たい水の入ったカップは底に沈む事実の観察も行い，認識②に伴う水

の動きをイメージできるようにする。このような先行的了解は，「金属は形が自由に変わらないから熱

したところから順に温まる」が「水や空気は自由に動くことができるため，熱したところが周りの部分

より軽くなると上に動くから，上から順に温まる」といった仮説設定を可能にする。 

仮説と実験法から論理的に結果の予想が立てば，選択的注意をもって（ノイズを無視して）事実を観

察することができ，予想した結果と実際の結果の一致によって実験の成功を判断できる。実験は闇雲に

多くの事実を収集する目的で行うのではなく，予想した通りの結果を得ることで仮説の正当性を高める

ために行う。 

 

３ 学習指導計画（５時間目／全７時間） 

第１次 先行的了解の獲得…３時間 

第２次 温まり方の違いを調べる実験…本時２/３時間 

第３次 まとめ…１時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１)本時のねらい 

「水は熱した部分が周りより軽くなって上に動くので，水全体は上から温まる」ことを説明できる。 

（２）予想される本時の展開  

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

1． 事前に設定した問題と仮説を確認する。 

・問題：水の入ったビーカーの底の端を熱すると，水全体はどのように

温まるか？ 

・仮説：①金属と同じように熱したところから順に温まる。 

    ②ぐるぐる回りながら温まる。 

    ③熱した部分が軽くなり上に動くから，上から順に温まる。 

2． 方法や結果の予想を確認し，見通しをもって実験を行う。 

・方法：サーモインクを入れて調べよう。 

・予想：〜〜な順でピンク色になるはずだ。 

3． 結果を解釈し，支持される理論（仮説）とその理由を説明する。 

・水は熱した部分が周りより軽くなって上に動くので，水全体は上から

順に温まるという仮説が支持された。なぜなら，水の入ったビーカー

にサーモインクを入れて底の一端を熱すると，ピンク色に変わった水

が上に動き，全体は上から順にピンク色になっていったから。 

・仮説について討論しながら，どの仮説が最も

信頼できるか検討する。その際，「同体積で

温度の異なる水の重さ」と関係づけた説明を

意図的に取り上げる。また，誰がどの仮説を

信頼し，どの仮説をどの程度の人数が信頼し

ているか確認する。 

 

・サーモインクを提示する。 

 

 

・予想した結果と実際の結果を比較し，ど

の仮説が信頼できるか確認する。 

文献：比樂憲一（2015）「理科授業における学習者の概念構成に関する検討―小学校４年『もののあた

たまり方』の授業実践を事例として―」『福岡教育大学大学院教職実践専攻年報』，5, 119–126. 
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